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成
し
た
自
治
体
決
議
の
パ
ン
フ
を
都
議
会
全
会
派

に
配
布
す
る
と
共
に
、
国
会
議
員
に
も
配
布
を
行

い
、
闘
争
団
の
現
実
を
訴
え
て
き
た
。

不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け
て
、
国
労
闘

争
団
が
人
道
的
に
も
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
二
〇

年
間
の
現
実
と
現
状
を
訴
え
、
世
論
喚
起
を
大
き

く
押
し
上
げ
る
た
め
に
も
、
現
在
、
各
級
機
関
が

国
労
議
員
団
や
各
方
面
の
協
力
を
得
な
が
ら
自
治

体
決
議
の
獲
得
を
進
め
て
い
る
。

争
団
の
平
均
年
齢
は
五
三
歳
に
な
り
三
八
名
の
団

員
が
解
決
を
見
る
こ
と
な
く
他
界
さ
れ
た
。
国
労

は
、
闘
争
団
家
族
の
厳
し
く
長
い
闘
い
に
終
止
符

を
打
つ
た
め
に
全
力
を
上
げ
て
き
た
。
解
決
に
向

け
て
「
四
者
・
四
団
体
」
の
枠
組
み
が
で
き
、
大

同
団
結
を
作
り
上
げ
数
々
の
大
衆
行
動
を
取
り
組

み
成
功
さ
せ
て
き
た
。

過
日
開
催
さ
れ
た
第
七
五
回
定
期
全
国
大
会
で

は
、
佐
藤
委
員
長
あ
い
さ
つ
、
神
宮
議
長
の
特
別

発
言
で
、
大
同
団
結
か
ら
「
総
団
結
」
を
闘
争
団

が
確
立
を
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
各
代
議

員
の
発
言
で
補
強
さ
れ
た
戦
う
本
部
方
針
が
確
立

さ
れ
た
。

地
方
本
部
は
こ
の
方
針
を
受
け
、
八
月
二
〇
日

に
戦
術
委
員
長
・
組
織
部
長
会
議
を
開
催
し
、
組

織
の
状
況
を
突
き
合
せ
、
今
後
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
各
地
区
本
部
・
支
部

は
全
国
大
会
で
確
認
さ
れ
た
、
八
月
か
ら
九
月
の

県
別
集
会
の
開
催
に
向
け
て
取
り
組
む
と
共
に
、

一
一
月
三
〇
日
に
予
定
さ
れ
る
「
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別

の
全
面
解
決
を
迫
る
一
一
・
三
〇
全
国
集
会
」（
仮

称
）
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
を
上
げ
る
意
思

統
一
を
行
な
っ
た
。

地
方
本
部
は
こ
れ
ま
で
、
東
京
都
議
会
を
始
め
、

一
年
間
で
一
九
議
会
の
自
治
体
決
議
を
獲
得
し
た
。

こ
の
決
議
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
本
部
が
作

不
採
用
事
件
の
闘
い
は
二
〇
年
が
経
過
し
、
闘

国
労
本
部
は
、
第
七
五
回
定
期
全
国
大
会
を
八

月
二
日
〜
三
日
に
開
催
し
、
盛
岡
地
本
出
身
の
高

橋
伸
二
委
員
長
を
は
じ
め
、
新
し
い
執
行
部
を
選

出
し
た
。

新
し
い
執
行
部
に
選
ば
れ
た
東
京
地
本
出
身
者

を
紹
介
す
る
。

※
書
記
長
＝
濱
中
保
彦
【
専
従
、
企
画
部
長
・
教

宣
部
長
】
・
新
、
現
東
京
地
本
副
委
員
長
（
上
野

支
部
・
上
野
駅
分
会
）

※
中
央
執
行
委
員
＝
小
池
敏
哉
【
専
従
、
業
務
部

長
・
総
務
担
当
】
・
新
、
現
大
井
工
場
支
部
委
員

長
（
車
体
科
分
会
）

※
中
央
執
行
委
員
＝
久
松
二
士
夫
【
業
務
・
貨
物

担
当
】
・
新
、（
上
野
支
部
・
田
端
機
関
区
分
会
）

※
中
央
執
行
委
員
＝
栗
原
洋
実
【
政
治
・
業
務
・

調
査
担
当
】
・
現
、（
新
橋
支
部
・
品
川
駅
分
会
）

現
在
、
不
採
用
事
件
を
め
ぐ
る
裁
判
は
、
鉄
建

公
団
（
八
・
三
一
）、
鉄
道
運
輸
機
構
（
九
・
二
〇
）、

採
用
差
別
横
浜
人
活
（
一
〇
・
九
）、
採
用
差
別
国

労
訴
訟
（
一
〇
・
一
〇
）
と
め
じ
ろ
押
し
に
公
判

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

八
月
二
〇
日
の
戦
術
委
員
長
・
組
織
部
長
会
議

で
は
、
各
訴
訟
の
連
携
や
協
力
体
制
が
総
団
結
の

深
度
化
に
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
、
各
裁
判

闘
争
に
対
す
る
傍
聴
体
制
の
意
思
統
一
を
し
た
。

特
に
、
昨
年
一
二
月
一
八
日
に
横
浜
地
裁
に
時

効
を
見
据
え
て
提
訴
し
た
、
採
用
差
別
横
浜
人
活

裁
判
は
、
第
四
回
の
公
判
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
で
っ
ち
上
げ
の
暴
力
事
件
を
理
由
に
解
雇
さ

れ
た
五
名
の
仲
間
は
、
既
に
救
済
さ
れ
職
場
復
帰

を
果
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
だ
三
名

が
Ｊ
Ｒ
に
採
用
さ
れ
ず
、
闘
争
団
と
し
て
二
〇
年

が
経
過
し
た
。（
二
名
は
職
場
復
帰
後
定
年
退
職
）

こ
の
理
不
尽
な
状
況
を
何
と
し
て
も
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
の
取
り
組
み
は
、
神
奈
川

地
区
本
部
が
中
心
と
な
り
、
横
浜
地
裁
の
大
法
廷

を
満
席
に
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
当

該
地
区
本
部
だ
け
に
任
せ
る
こ
と
な
く
、
地
方
本

部
全
体
で
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
裁
判
の
傍
聴
、
支
援
の
取
り
組
み
を
全

組
合
員
に
強
く
訴
え
る
。

今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
は
、
安
倍
内

閣
が
進
め
て
い
る
憲
法
改
悪
、
規
制
緩
和
政
策
、

格
差
社
会
な
ど
に
国
民
が
は
っ
き
り
と
否
定
の
意

思
を
示
し
た
結
果
で
あ
る
。
同
時
に
、
国
労
が
進

め
て
き
た
不
採
用
事
件
の
政
治
解
決
に
向
け
た
環

境
が
大
き
く
前
進
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
早
急
に
全
国
会
議
員
要
請
や
大
衆
行
動
を
九

月
・
一
〇
月
に
集
中
し
、
現
在
の
局
面
を
動
か
し
、

解
決
へ
向
か
う
状
況
を
地
方
本
部
が
全
国
の
先
頭

に
立
っ
て
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
方
本
部
は
、
組
織
拡
大
の
流
れ
を
作
り
、
さ

ら
に
、
職
場
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
多
く
の
課
題

と
共
に
、
不
採
用
事
件
の
解
決
に
向
け
て
本
部
を

支
え
全
力
を
上
げ
る
決
意
で
あ
る
。
各
級
機
関
、

組
合
員
の
総
団
結
、
総
結
集
を
訴
え
る
。

遷出された本部新執行部

６
月
の
国
交
省
前
座
り
込
み



各
級
機
関
大
会
（
発
行
時
判
明
分
）

神
奈
川
地
区
本
部
大
会

一
〇
月
　
四
日
　
一
〇
時
　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

八
王
子
地
区
本
部
大
会

一
〇
月
一
三
日
　
一
一
時
二
〇
分
　
八
王
子
労
政
会
館

上
野
支
部
大
会

一
〇
月
二
七
日
　
一
〇
時
　
岸
町
ふ
れ
あ
い
館

旧
・
王
子
労
政
会
館

新
橋
支
部
大
会

一
一
月
　
八
日
　
一
〇
時
　
大
井
町
き
ゅ
り
あ
ん

大
宮
地
区
本
部
大
会

一
一
月
一
〇
日
　
一
〇
時
　
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

大
井
工
場
支
部
大
会

一
一
月
一
〇
日
　
一
〇
時
　
東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

中
央
支
部
大
会

一
一
月
一
〇
日
　
　
九
時
　
渋
谷
勤
労
福
祉
会
館
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懇
談
会
は
不
採
用
事
件
を
め
ぐ
る
情
勢
認
識
の

一
致
や
、
首
都
東
京
で
の
運
動
強
化
を
め
ざ
し
、

毎
月
一
回
の
定
例
開
催
を
継
続
し
て
い
る
。

今
回
の
懇
談
会
で
は
、
冒
頭
に
笹
原
地
本
書
記

長
か
ら
全
国
大
会
の
報
告
が
さ
れ
、
不
採
用
事
件

の
早
期
解
決
を
め
ざ
す
秋
の
闘
い
と
し
て
「
一
県

一
集
会
」「
一
一
・
三
〇
集
会
」
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
、
当
面
す
る
裁
判

の
日
程
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
起
が
さ
れ
た
。

さ
ら
に
地
区
本
部
・
支
部
の
報
告
で
は
、
神
奈

川
地
区
本
部
姉
崎
書
記
長
か
ら
、
神
奈
川
と
し
て

一
一
月
二
日
に
県
集
会
を
計
画
し
労
組
オ
ル
グ
の

準
備
に
入
っ
て
い
る
と
報
告
が
さ
れ
た
。

八
月
一
七
日
、
第
三
五
回
国
労
東
京
委
員
長
杯

争
奪
軟
式
野
球
大
会
を
、
大
井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
野
球
場
に
て
炎
天
下
の
な
か
開
催
し
た
。

続
い
て
闘
争
団
全
国
連
絡
会
議
原
田
副
議
長
か

ら
、
全
国
連
絡
会
議
と
し
て
七
月
二
四
日
、
二
五

日
の
両
日
全
国
連
絡
会
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、

九
月
一
八
〜
二
一
日
に
か
け
て
中
央
行
動
と
一

一
・
三
〇
集
会
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

を
通
じ
、
早
期
解
決
に
向
け
た
腹
固
め
を
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

採
用
差
別
横
浜
人
活
訴
訟
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
東
京
闘
争
団
の
松
本
副
団
長
か
ら
、
七
月
二
六

日
に
行
わ
れ
た
第
三
回
裁
判
の
内
容
と
特
徴
が
報

告
さ
れ
、
次
回
裁
判
で
は
処
分
内
容
や
時
効
な
ど

に
つ
い
て
の
陳
述
準
備
を
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。採

用
差
別
横
浜
人
活
訴
訟
の
次
回
期
日
は
、
一

〇
月
九
日
一
六
時
三
〇
分
横
浜
地
裁
（
関
内
駅
下

車
）
で
裁
判
終
了
後
は
報
告
集
会
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
懇
談
会
で
は
神
奈
川
だ
け
の
取
り
組
み
に

せ
ず
東
京
地
本
全
体
で
傍
聴
体
制
を
と
る
こ
と
な

ど
を
確
認
し
た
。

八
月
二
二
日
東
京
闘
争
団
と
東
京
地
本
、
関
係

地
区
本
部
・
支
部
と
の
定
例
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。

開
会
式
は
九
時
五
〇

分
か
ら
選
手
入
場
、
宮

�
教
宣
部
長
の
開
会
挨

拶
・
宣
言
に
続
き
、
大

会
委
員
長
で
あ
る
阿
部

地
本
委
員
長
が
「
現
在

の
国
労
が
置
か
れ
た
状

況
と
熱
中
症
へ
の
注
意

喚
起
」
を
含
め
た
挨
拶

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

優
勝
旗
返
還
、
新
橋
支

部
・
山
田
委
員
長
の
準

備
支
部
委
員
長
挨
拶
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
機
関
紙
「
緑
の
風
」
八
月
一
日
号

に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
と
い
う
よ
り
Ｊ
Ｒ
東

労
組
発
足
以
来
初
め
て
、
東
京
都
労
働
委
員
会
に

不
当
労
働
行
為
救
済
の
申
し
立
て
を
し
た
こ
と
が

報
じ
ら
れ
た
。

国
労
は
昨
年
一
一
月
、
中
労
委
・
都
労
委
に
係

属
し
て
い
た
全
て
の
事
件
を
会
社
と
和
解
を
し
た

が
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
と
八
王
子
地
本
が
Ｊ
Ｒ
東

日
本
本
社
の
清
野
社
長
を
相
手
に
申
し
立
て
た
。

今
後
の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
る
。

審
判
団
を
代
表
し
て
坂
本

審
判
長
の
諸
注
意
、
国
府

津
支
部
・
加
川
選
手
の
選

手
宣
誓
で
終
了
し
、
各
々

の
グ
ラ
ン
ド
で
の
熱
戦
に

火
蓋
が
切
ら
れ
た
。

猛
暑
に
中
、
選
手
た
ち

の
好
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
無
事
三
回
戦
ま
で

を
終
了
。
結
果
、
大
宮
地

区
本
部
①
、
横
浜
支
部
、

新
橋
支
部
Ｂ
、
川
崎
支
部

の
四
チ
ー
ム
が
残
り
、

九
月
四
日
に
準
決
勝
・

決
勝
戦
が
行
わ
れ
る
。

炎
天
下
の
な
か
、
四

人
の
選
手
が
肉
離
れ
や

脚
が
攣
る
症
状
が
表
れ

た
が
、
大
事
に
は
至
ら

ず
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

今
年
も
Ｏ
Ｂ
を
含
め

た
多
く
の
審
判
団
の
ご

協
力
に
、
紙
面
上
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

始
球
式
を
す
る
阿
部
委
員
長


